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IIKKNNEE
え の き

あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か

け
で
、い
つ
も
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
大
好
き
な
地

域
の
人
た
ち
。コ
ロ
ナ
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
け
れ
ど
、地
域
の
人

た
ち
と
心
は
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
思
い
を
伝
え

た
く
て
、ポ
ス
タ
ー
を
つ

く
り
ま
し
た
。

鶴
巻
小
学
校
の
児
童
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、

自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
地
域
の
人
達
を
励
ま
し
、自
分

達
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
で『
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
』を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、ポ
ス
タ
ー

を
つ
く
り
ま
し
た
。そ
れ
を
、学
区

域
の
五
町
会(

鶴
巻
東
・
西
・
南
・

北
・
山
吹)

に
依
頼
し
、掲
示
板
に

貼
っ
て
い
た
だ
き
、鶴
巻
小
学
校

の
児
童
と
地
域
の
皆
様
と
連
携
し

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

【
鶴
巻
小
学
校
ス
ク
ー
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

山
口
　
延
利
】

「
わ
が
町
つ
る
ま
き
」コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

鶴巻小学校　３年生
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コロナ感染防止対策
中里町独自の啓発用ポスター

古井戸活用の
防災用手押しポンプ

平成21年よりエコキャップ運動
　

昨
年
1
月
、国
内
で
初
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
が
続
き
収
束
の
兆

し
の
見
え
な
い
不
安
で
不
自
由
な

日
常
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
会
創
立
以
来
2
年
続
き
の
書

面
表
決
に
よ
る
総
会
と
な
り
ま
し

た
。掲
示
板
に
生
命
の
危
ぶ
ま
れ

る
注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出

す
る
な
ど
、か
つ
て
な
い
状
況
の

日
々
、一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常

が
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　
平
成
11
年
よ
り
、町
会
の
喫
緊
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、防
災
・
防
犯
・
福

祉
・
環
境
に
目
を
向
け
た
活
動
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。本
格
的
な
高
齢
者
社

会
に
備
え
車
椅
子
の
購
入（
町
会
所

有
で
は
区
内
で
第
一
号
と
な
り
ま
し

た
）

　

防
災
・
防
犯
面
で
は
、防
災
倉
庫

脇
の
古
井
戸
を
活
用
し
、初
期
消
火

や
災
害
時
用
に「
手
押
し
ポ
ン
プ
」を

設
置
し
、令
和
2
年
3
月
防
犯
カ
メ

ラ
4
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

中
里
町

●11
我が町

　
中
里
町
町
会
は
、江
戸
川
橋
通
り
に
接
す
る
面

積
0・0
2
㎢
、約
3
5
0
世
帯
、人
口
6
8
4
人
、

町
会
加
入
率
は
96
％
で
す
。町
内
に
は
、神
社
・
仏

閣・史
跡・商
店
街
も
な
い
小
さ
な
町
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、先
輩
方
の
努
力
と
、住
民
の
理
解
・

協
力
の
一
端
を
紐
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
き
は
1
6
4
6
年（
正
保
3
年
、徳
川
三
代

将
軍
家
光
）に
は
済
松
寺
領
と
な
り
、1
7
4
5

年（
延
享
2
年
徳
川
家
重
が
九
代
将
軍
に
な
っ
た

年
）に
町
奉
行
支
配
と
な
り
、牛
込
中
里
村
が
起

立
、1
8
7
2
年（
明
治
5
年
）頃
ま
で
は
、赤
城

下
町
・
天
神
町
・
東
榎
町
・
榎
町
・
山
吹
町
を
含
め

て
牛
込
中
里
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

1
8
7
8
年（
明
治
11
年
）東
京
府
牛
込
区
に

所
属
、1
9
1
1
年（
明
治
44
年
）牛
込
中
里
町

が「
牛
込
」の
冠
称
を
外
し
中
里
町
と
な
り
、

1
9
4
3
年（
昭
和
18
年
7
月
1
日
）東
京
都
制

の
も
と
東
京
府
改
め
東
京
都
牛
込
区
中
里
町
と

な
り
、1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
3
月
15
日
）四
谷

区
・
牛
込
区
・
淀
橋
区
を
統
合
し
新
宿
区
が
成
立
、

現
在
の
東
京
都
新
宿
区
中
里
町
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
名
の
由
来
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、兵

庫
町（
の
ち
の
牛
込
肴
町
、現
在
の
神
楽
坂
五
丁

目
）と
早
稲
田
村
の
中
間
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら

「
中
里
町
」と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　

町
会
組
織
も
戦
前
、戦
中
の
変
遷
を
経
て
、

1
9
5
3
年（
昭
和
28
年
5
月
）「
町
を
愛
す
る
有

志
相
寄
り
、町
内
の
親
睦
と
福
利
増
進
を
目
的
」

と
し
て
、町
会
発
足
の
準
備
委
員
会
を
結
成
。わ

ず
か
3
ヶ
月
後
の
同
年
8
月
3
日
、榎
町
特
別
出

張
所
2
階（
現
榎
町
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
）に
於
い
て
、午
後
七
時
創
立
総
会
を
開
催
、

午
後
10
時
20
分
終
了
。当
時
の
町
会
費
は
、一
口

50
円
と
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
会
創
立
1
ヶ
月
半

後
の
赤
城
神
社
祭
礼
に
は
、子

ど
も
た
ち
の
た
め
樽
神
輿
を
作

り
、2
年
後
の
昭
和
30
年
五
月

の
総
会
で
、子
ど
も
神
輿（
一
尺

三
寸
破
風
造
30
万
円
）・
太
鼓
・

山
車
の
購
入
を
決
定
、同
年
9

月
15
日
、新
調
の
神
輿
・
山
車
・

太
鼓
の
引
き
取
り
に
タ
ク
シ
ー

3
台
、ト
ラ
ッ
ク
1
台
、オ
ー
ト

三
輪
2
台
に
分
乗
し
て
出
発
。

午
後
4
時
40
分
赤
城
神
社
に
て

お
祓
い
を
済
ま
せ
、町
内
を
初

練
り
し
ま
し
た
。遅
れ
る
こ
と

昭
和
56
年
9
月
17
日
の
祭
礼
に
、

待
望
の
大
人
神
輿（
一
尺
五
寸
、

3
5
0
万
円
）購
入
、同
時
に
子

ど
も
神
輿
修
繕（
80
万
円
）の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、平
成
21
年
5
月

か
ら
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
を
町
内

で
勧
め
“捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
に
よ
り
、医
療
支

援・障
が
い
者
支
援・子
ど
も
た
ち

の
環
境
学
習
支
援
と
、CO2
の
発
生

量
の
削
減
で
地
球
温
暖
化
の
防

止
”を
呼
び
か
け
、令
和
3
年
3
月

ま
で
に
25
回
提
供（
一
回
45
ℓ
入

り
に
7
〜
8
袋
）こ
れ
ま
で
の
総

量
は
1
7
7
3
kg
と
な
り
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
行
動
で
次
世
代
に
豊

か
な
地
球
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

昭
和
32
年
6
月
に
は
、青
少
年
部
を
発
足
さ

せ
、部
会
費
の
資
金
調
達
の
た
め
毎
月
第
一
日

曜
日
を
資
源
回
収
日
と
定
め
、同
年
よ
り
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
、バ
ス
2
台
で
稲
毛
八
津

遊
園
地
に
海
水
浴
を
実
施
、時
に
は
バ
ス
3
台
の

年
も
あ
り
親
睦
を
深
め
、楽
し
い
行
楽
行
事
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

時
が
移
り
少
子
化
と
な
り
参
加
者
も
減
少
、

平
成
3
年
を
最
後
に
バ
ス
を
利
用
し
た
遠
出
は

取
り
や
め
、町
内
の
私
道（
通
称
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
）を
利
用
し
た
、お
花
見
・
餅
つ
き
・
縁
日
・
防

災
の
夕
べ
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
事
業
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
9
年
、町
内
の
約
5

分
の
2
の
面
積
を
所
有
す

る
地
主
が
土
地
を
手
放
し
、

そ
の
跡
地
に
1
6
6
世
帯

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、

住
民
が
入
れ
替
わ
り
、新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
結
び

直
す
事
と
な
り
ま
し
た
。建

設
当
初
か
ら
合
意
の
も
と
町
会
加
入
は
約
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、地
縁
団
体
に
よ
る
法
人
格
を

取
得
し
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
地
道
な
話
し

合
い
を
重
ね
、
　
“町
内
み
ん
な
顔
見
知
り
”を
合
言

葉
に
、総
会
資
料
・
お
知
ら
せ
等
き
め
細
や
か
に

全
戸
配
布（
管
理
組
合
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
許
可

を
得
）10
年
経
過
す
る
頃
に
は
、町
会
活
動
に
理

解
を
戴
き
、友
好
的
な
計
ら
い
に
よ
り
、町
会
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、理
事
1
名
を「
町
会
担

当
」と
し
て
町
会
の
理
事
会
に
加
わ
っ
て
戴
き
、

そ
の
後
役
員
や
部
会
の
リ
ー
ダ
ー
、サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
に
も
参
画
を
得
て
円
滑
な
運
営
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

大人神輿お披露目　昭和56年9月17日

町内恒例のお花見風景
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早稲田小学校春季運動会
早稲田小学校春季運動会は、緊急事態宣言延長のため、5月29日㈯から6月1日㈫へ延期となりました。感染拡大防止のため、緊
急事態宣言下での保護者参観はできませんでしたが、無事終えることができました。早稲田小学校の教職員に、運動会の様子をレ
ポートしてもらいました。

小学生になって初めてのダン
ス！練習の時から、先生の話をしっ
かり聞いて、張り切って踊る姿は、
とても可愛かったです。

旗を持って、堂々と入場する姿
は、ちょっぴりお兄さん・お姉さん
の気分。隊形移動もバッチリ決ま
りました。

初めて「和」の表現に取り組み
ました。花笠の花と鈴は全部自分
たちで付けました。びしっと決まる
ポーズもさすがです。

手作りの太鼓の音が全員揃っ
た時は、気持ちが引き締まります。
4年生の心が一つに重なった踊り
は、胸にじんときました。

音は太鼓のみ。リズムを聞いて
呼吸を合わせる難しい御神楽を
見事に踊り切りました！最後の決
め姿は神 し々かったです。

どの子も、練習の時からノリノリ！
黒の法被姿で気分も高揚し、力強
く、勇ましい踊りで、さすが早稲田
小学校の6年生！という姿でした。

【6年】【6年】【5年】【5年】【4年】【4年】

【3年】【3年】【2年】【2年】【1年】【1年】

早
稲
田
小
学
校
で
は
各
学
年

の
演
目
を
動
画
に
収
め
、保
護

者
対
象
に
ア
ッ
プ
動
画
と
ル
ー

ズ
動
画
の
2
種
類
の
動
画
を
配

信
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状

況
で
も
演
目
に
全
力
を
出
し
き

る
子
ど
も
た
ち
、そ
れ
は
立
派

で
、本
当
で
あ
れ
ば
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
観
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
で
す
。静
止
画
に
は
な
り

ま
す
が
、運
動
会
の
晴
れ
舞
台

を
お
届
け
し
ま
す
。こ
れ
も
ひ

と
つ
の
リ
モ
ー
ト
観
覧
！

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
参
観

で
き
る
希
望
は
ま
だ
あ
り
ま

す
。今
年
度
、早
稲
田
小
学
校
で

は
、運
動
会
を
春【
表
現
】と
秋

【
競
技
】の
2
回
に
分
け
て
実
施

す
る
予
定
だ
か
ら
で
す
。感
染

状
況
が
落
ち
着
け
ば
、秋
に
は

子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
姿
を
直

接
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
警
戒
下
に
お
い
て
私

た
ち
に
で
き
る
対
策
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。【
秋
の
運
動
会
を

有
観
客
で
迎
え
る
】と
い
う
目

標
を
、日
々
の
努
力
の
支
え
に

し
て
い
く
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

1年生　リズムダンス（♪アロハコモマエ） 2年生　リズムダンス（♪ランプ） 3年生　花笠音頭

4年生　エイサー 5年生　御神楽 6年生　ソーラン節

さすがの大迫力！！みんなで呼吸を合わせて！青空の下、南国気分で！

手作りの花笠を掲げて！フォーメーションも
ばっちりです！

ボンボンをつけて華やかに！
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江
戸
川
小
学
校
に
は「
お
や
じ
の
会
」と
い
う

活
動
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。構
成
メ
ン
バ
ー
は

江
戸
川
小
の
児
童
お
よ
び
O
G
・
O
B
の「
お
や

じ
」達
で
す
。現
状
、学
校
や
地
域
行
事
の
活
動
へ

の
参
加
は
女
性
の
保
護
者
に
偏
り
が
ち
で
す
。し

か
し「
お
や
じ
」達
も
学
校
・
地
域
の
行
事
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

思
い
を
実
際
の
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
と
し
て

２
０
１
７
年
に
お
や
じ
の
会
は
発
足
し
ま
し
た
。

　

お
や
じ
の
会
は
P
T
A
と
は
指
揮
系
統
も
予

算
も
独
立
し
た
組
織
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
活
動

の
モ
ッ
ト
ー
は「
で
き
る
と
き
に
」「
で
き
る
人
た

ち
が
」「
で
き
る
こ
と
を
す
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、遊
撃
部
隊

と
し
て
機
動
的
な
活
動
が
で
き
ま
す
し
、加
え
て

活
動
範
囲
を
逆
に
幅
広
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
お
や
じ
の
会
の
主
な
活
動
は「
学
校
・
P
T
A
・

地
域
行
事
の
支
援
活
動（
設
営
・
撤
去
・
警
備
、神

輿
、餅
つ
き
な
ど「
男
手
」が
必
要
な
活
動
な
ど
）」、

「
地
域
の
防
災
支
援
活
動
」、「
独
自
行
事
の
企
画・

運
営
」に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
三
つ
目
の
独
自
行
事
を
二
つ
ほ
ど
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
一つ
は
冬
に
行
う
天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
で
す
。成

蹊
高
校
の
天
文
気
象
部
の
協
力
の
も
と
、天
体
望

遠
鏡
を
小
学
校
の
屋
上
に
設
置
し
、本
格
的
な
天

体
観
測
を
児
童
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。ま
た

冬
の
寒
い
時
期
で
も
あ
る
の
で
、観
測
後
に
は
お

や
じ
の
会
お
手
製
の
豚
汁
を
参
加
者
に
振
舞
っ
て

い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
が
児
童
に
大
人
気
の「
逃
走
中
」と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
と
し
て

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よ
う
は
、お
や
じ
対
子
ど
も
の
壮
絶
な
本
気
の
鬼

ご
っ
こ
で
す
。黒
服
を
ま
と
っ
た
お
や
じ
達
が
限
ら

れ
た
体
力
の
も
と
逃
げ
回
る
児
童
を
必
死
で
追
い

か
け
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、児
童
か
ら
絶
大
な

人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の

活
動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今

年
は「
非
接
触
」「
密
回
避
」を
徹
底
し
た
独
自
行

事（
非
接
触
の
水
鉄
砲
大
会
な
ど
）を
企
画
中
で

す
。

　
江
戸
川
小
お
や
じ
の
会
は
、学
校・P
T
A・地

域
の
行
事
運
営
の「
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」

部
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
様
も

行
事
の
際
に
は
江
戸
川
小
お
や
じ
の
会
に
ぜ
ひ
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。い
い
仕
事
し
ま
す
よ
！

江
戸
川
小
学
校

「
お
や
じ
の
会
」

榎
地
区
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
最
近
の
活
動
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
等
に
よ

り
各
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
は
、非
常
に
制
限
さ
れ
る

状
況
が
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

1
令
和
3
年
4
月
現
在
、榎
地
区
に
は

19
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

　
皆
さ
ん
も
お
近
く
の
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
生
活

に
綾
を
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
近
隣
に
住
ま
う
仲
間
と
し
て
お
互
い
に
楽
し
く

助
け
合
っ
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
会
資
格　
区
内
在
住
の
58
歳
以
上
の
方

●
入
会
の
相
談
先

・
区
役
所　
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
高
齢
者
生
き
が
い
係

・
近
隣
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
役
員
、会
員

（
ご
不
明
の
場
合
に
は
、お
近
く
の
町
会
役
員
に

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

老
人
ク
ラ
ブ（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
）

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
展
開
中

老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力

❶
地
域
に
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

❷
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

新
し
い
能
力
の
発
揮
が
で
き
ま
す
。

❸
健
康
の
保
持
・
増
進
に
な
り
ま
す
。

❹
社
会
活
動
へ
の
参
画
と
貢
献
が
で
き
ま
す
。

❺
心
の
安
ら
ぎ
、充
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

―
あ
な
た
の
参
加
で
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
―

（
公
益
社
団
法
人　
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

広
報
誌「
都
老
連
」よ
り
）

「
各
ク
ラ
ブ
で
は
随
時
、新
入
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。」

2
榎
町
地
区
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
一
覧
表

榎
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
一
覧
表

令
和
３
年
4
月
現
在

「
会
員
に
な
る
と
、い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
の
生

活（
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
）が
実
現
で
き
ま
す
。」

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
い
き
い
き
元
気
に
暮
ら
そ
う
●33

ク
ラ
ブ
№

ク
ラ
ブ
名

対
象
地
域

ク
ラ
ブ
№

ク
ラ
ブ
名

対
象
地
域

22

榎
町
友
の
会

榎
町
、東
榎
町

34

第
一
友
鶴
会

鶴
巻
町
東
町
会
東
部

23

原
一
あ
ゆ
み
会

原
町
一
丁
目

35

第
二
友
鶴
会

鶴
巻
町
東
町
会
西
部

24

水
の
原
ク
ラ
ブ

原
町
三
丁
目

125
薬
王
寺
シ
ニ
ア
ズ
ク
ラ
ブ 

*
市
谷
薬
王
寺
町（
ク
ラ
ブ
名
変
更
）

25

白
寿
会

喜
久
井
町

127

牛
込
心
友
会

天
神
町

27

弁
天
町
和
老
ク
ラ
ブ

弁
天
町

130

あ
か
ぎ
友
の
会

赤
城
下
町

29

山
吹
会

山
吹
町

141

原
二
わ
ら
く
会

原
町
二
丁
目

30

早
稲
田
ク
ラ
ブ

馬
場
下
町
、早
稲
田
町
147
新
宿
区
盲
老
人
六
ツ
星
会

新
宿
区
全
域

31

西
鶴
ク
ラ
ブ

鶴
巻
町
西
町
会

149

柳
町
す
み
れ
会

市
谷
柳
町

32

早
稲
田
長
寿
会

鶴
巻
町
南
町
会

157

早
南
ク
ラ
ブ

早
稲
田
南
町

33

早
稲
田
永
楽
会

鶴
巻
町
北
町
会

（
資
料
：
新
宿
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
資
料
よ
り
抜
粋
）

江戸川小　おやじの会　会長　安井謙介
メールアドレス edosho.oyajinokai@gmail.com
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榎
町
特
別
出
張
所

新
所
長
あ
い
さ
つ

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

新
会
長
あ
い
さ
つ

　
地
域
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。4
月
か
ら
榎
町
特
別
出
張
所
長
に
着
任
し
ま
し
た
田
中　

栄
成（
た
な
か　
ひ
で
な
り
）と
申
し
ま
す
。

　
3
月
ま
で
は
、環
境
清
掃
部
環
境
対
策
課
環
境
計
画
係
長
と
し
て
、区
の
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、榎
町
地
区
の
皆
様
と
は
、み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
育
成
や
打
ち
水
等
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
前
は
、危
機
管
理
課
に
11
年
間
在
籍
し
、榎
町
地
区
の
担
当
も
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、各
校
の
避
難
所
運
営
管
理
訓
練
等
で
お
目
に
か
か
っ
た
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
榎
町
地
区
は
、特
に「
環
境
」や「
防
災
」面
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
区
だ
と
認
識

し
て
お
り
、そ
う
し
た
地
域
に
着
任
で
き
た
こ
と
は
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
は
、若
松
管
内
の
余
丁
町
が
地
元
で
す
。こ
こ
榎
町
地
区
と
似
た
雰
囲
気
が
あ

り
、そ
う
し
た
面
か
ら
も
着
任
で
き
て
よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
実
施
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
今
、「
広
報
え
の
き
」を
通

じ
て
皆
様
に
ご
挨
拶
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
大
変
感

謝
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
４
月
か
ら
榎
町
特
別
出
張
所
に
新
規
配
属
と
な
り
ま
し
た
、田
中
舞
と
申
し
ま
す
。

出
張
所
で
働
き
始
め
て
２
か
月
ほ
ど
が
経
ち
、榎
町
地
区
の
皆
様
の
暖
か
さ
に
触
れ
、こ

の
町
で
働
く
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

夏
目
漱
石
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
域
は
印
刷
業
や
公
園
の
活
気
、そ
し
て
神
社
や
寺
院

の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と
い
っ
た
様
々
な
魅
力
を
併
せ
持
つ
場
所

で
す
。こ
う
し
た
魅
力
を
こ
れ
か
ら
更
に
見
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、少
し
で
も
早
く
地

域
の
皆
様
の
お
力
に
な
る
事
が
で
き
る
よ
う
、仕
事
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
の
会

長
を
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
山
吹
町
の

安
井
彰
と
申
し
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
開
館
時
よ
り

18
年
間
企
画
部
長
と
し
て
、落
語
会
・
カ
ラ
オ

ケ
大
会
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
・
ミ
ニ
音
楽
会
・

料
理
教
室
・
魚
の
お
ろ
し
方
教
室
・
包
丁
の
研

ぎ
方
教
室
・
囲
碁
教
室
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
教
室
等
、

色
々
な
事
業
を
行
い
、セ
ン
タ
ー
の
周
知
と
利
用

の
促
進
の
為
、そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

核
と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
現
在
コ
ロ
ナ
禍
、当
セ
ン
タ
ー
が
コ
ロ
ナ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
と
し
て
活
用
し
て
頂
く
事
も

セ
ン
タ
ー
の
大
事
な
役
割
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
又
、日
常
の

セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
戻
れ
る
事
、そ
し
て
来
年
開

館
20
周
年
を
迎
え
、皆
様
に
愛
さ
れ
、利
用
頂
け

る
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
微
力
な
が
ら
努
力
致

し
ま
す
の
で
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
職
員
あ
い
さ
つ

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
委
員
会
総
会

　

令
和
３
年
度「
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

委
員
会
定
期
総
会
」は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
、監
査
報

告
、令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、同
予
算
案
、榎
町

地
域
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
役
員
の
承
認
に

つ
い
て
、お
よ
び
報
告「
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
委
員
会
事
務
局
職
員
給
与
規
定
の
一
部
改

正
」が
全
て
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
3
年
間
の
管
理
運
営
委
員
会

役
員
は
左
記
の
委
員
が
就
任
い
た
し
ま
す
。

会

長

安
井　
彰

監

事

深
井　
三
洋
子

監

事

北
原　
聖
子

会

計

石
川　
ハ
ル

会

計

中
野　
晴
夫

理

事

岡
戸　
和
夫

理

事

土
屋　
勝

佐
藤　
光
春

副
会
長

吉
澤　
照
雄

副
会
長

夏
山　
勇

企
画
部
長

廣
井　
伸
行

広
報
部
長
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目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
夏
　
　

俳

句

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
夏
　
　

短

歌

目
出
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
な
り
お
ら
が
夏
　
　

川

柳

え
の
き
文
芸

広
報
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
〒
１
６
２
ー
０
０
４
２

　
新
宿
区
早
稲
田
町
85

　
℡（
３
２
０
２
）８
５
８
５

　
FAX（
３
２
０
２
）２
４
７
８

　
「
え
の
き
」文
芸
に
掲
載
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
号
の
俳
句
の
お
題
は『
秋
』、川
柳
は
自
由
吟
で
す
。

　

投
稿
は
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
、俳
句
川
柳
の
別
を

明
記
の
上
、9
月
10
日（
金
）ま
で
に
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー

事
務
局
迄
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

広
報
誌「
え
の
き
」に
関
す
る
ご
意
見
や
お
問
い
合
わ

せ
、情
報
提
供
な
ど
榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

榎
地
区
協
議
会
委
員
募
集

　

榎
地
区
協
議
会
は
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
集
約
し
、

ま
た
行
政
の
方
針
を
検
討
し
、地
域
の
考
え
を
区
政
に
反

映
し
て
い
く
窓
口
と
し
て
、が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ・ご
応
募

榎
地
区
協
議
会
担
当（
榎
町
特
別
出
張
所
内
）ま
で

〒
1
6
2
ー
0
0
4
2

新
宿
区
早
稲
田
町
85

榎
町
特
別
出
張
所
内

℡（
3
2
0
2
）2
4
6
1

Fax（
3
2
0
2
）2
4
7
6

親
子
ず
れ
赤
信
号
を
無
視
し
て
く

　
　
　
渡
っ
て
い
い
と
子
に
教
え
る
か
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
瀬
　
イ
チ

暑
さ
故
ね
む
れ
ぬ
ま
ま
に
時
を
告
ぐ

　
　
　
柱
時
計
の
打
つ
音
か
ぞ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
代
子

繁
葉
の
お
く
黄
の
色
た
た
す

　
　
　
夏
蜜
柑
に
わ
か
の
雨
の
雨
粒
と
ど
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
成
　
光
祥
　
　

妙
義
龍
ベ
テ
ラ
ン
の
技
と
解
説
者

　
　
　
う
ま
い
と
言
っ
て
さ
す
が
と
誉
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
道
雄

居
酒
屋
の
帰
り
に
仰
ぐ
中
天
の
月

　
　
　
施
設
の
妻
に
や
ゝ
後
ろ
め
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
久
彌

﹁
お
家
帰
っ
て
寛く

つ
ろ

ぎ
た
い
﹂
と
四
才
の
孫ま

娘ご

　
　
　﹁
エ
︑
何
て
言
っ
た
？
﹂
ジ
イ
ジ
は
絶
句
す

世
の
憂
さ
を
忘
れ
花
見
の
人
の
中

甚
平
の
似
合
ふ
齢よ

わ
い

の
夫つ

ま

と
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
千
代
子

声
と
汗
揃
い
半
纏
夏
祭
り

雷
神
が
太
鼓
を
鳴
ら
し
コ
ロ
ナ
撃
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
　
泉

認
知
症
に
な
ら
ぬ
が
せ
め
て
の
心
遣
ひ

軍
国
少
年
無
神
論
者
の
卆
翁
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
久
彌

み
そ
汁
が
佃
煮
に
な
り
大
あ
わ
て

散
歩
み
ち
い
つ
も
の
場
所
で
ひ
と
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
瀬
　
イ
チ

マ
ン
ボ
ウ
は
水
族
館
も
混
む
け
ど
な
　

ど
う
な
る
の
コ
ロ
ナ
と
五
輪
攻
め
ぎ
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
野
あ
き
ら

コ
ロ
ナ
禍
も
浮
世
の
義
理
と
耐
え
忍
ぶ

酒
は
有
る
つ
ま
み
も
有
る
が
休
肝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
一
湖

戦
前
は
黙
っ
て
食
え
と
教
え
ら
れ

身
の
丈
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
欲
が
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
実
　
孜

セ
ロ
ト
ニ
ン
出
過
ぎ
わ
が
古つ

女ま

房
十
八
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
詔
治
　

参
道
の
歩
み
人
生
振
り
返
る

年
寄
の
プ
チ
旅
記
す
御
朱
印
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
　
泉
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